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A. 研究目的 
 

これまでの研究で、3-4 か月健診を

利用して揺さぶりといった虐待の実

態を調査し、横断調査により妊娠時の

状況を把握することで、妊娠届で把握

できる項目から虐待ハイリスク群を

把握するアルゴリズムを創出した。そ

の成果は現在、愛知県で妊娠届からハ

イリスク群を抽出するさいに活用さ

れている。しかし、「思いだしバイア

ス」（過去のことを正確に思い出せな

い）があるため、妊娠届のデータを前

向きに追跡する必要があること、そし

研究要旨 
目的：愛知県において妊娠時に把握しているリスク項目について、妊娠届と 1 歳半健

診、3 歳健診のデータをリンケージし、妊娠届の情報と虐待傾向（育てにくさ含む）

との関連を明らかにし、妊娠時から虐待ハイリスク群をより効率的に選定できる要因

を明らかにすることである。 
方法：愛知県名古屋市において 2016 年 7 月―10 月の 3 歳健診を受診したすべての母

親を対象とし、データリンケージの同意を確認した。2016 年 12 月まで同意書の回答

が得られた参加者について名古屋市から縦断データの提供をうけた(n=2558, 同意率

39.5％)。1 歳半健診、3 歳健診で子どもを育てにくいと回答した場合を虐待傾向とみ

なし、妊娠届の情報との関連を解析した。 
結果：妊娠届で「予想外だったので戸惑った」「困った」「何とも思わない」「その他」

と回答した場合に、1 歳半、3 歳児における虐待傾向のリスクが高いことがわかった。

結論：妊娠届で望まない妊娠であった場合、生後 3 歳までの虐待リスク群であること

が明らかになった。 
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て 1 歳半、3 歳児といった年齢におけ

る虐待においても妊娠届の情報が虐

待ハイリスク群の同定に有効か、につ

いてはほとんど研究がない。妊娠時の

状況が長期的な虐待リスクの影響が

あるかどうかの検討という意味でも

本研究は重要である。 
  本研究の目的は、愛知県において妊

娠時に把握しているリスク項目につ

いて、妊娠届と 1 歳半健診、3 歳健診

のデータをリンケージし、妊娠届の情

報と虐待傾向（育てにくさ含む）との

関連を明らかにし、妊娠時から虐待ハ

イリスク群をより効率的に選定でき

る要因を明らかにすることである。 

 

B. 研究方法 
愛知県名古屋市において 2016 年 7

月より 10 月までの 3 歳児健診を受け

た子どものすべての母親を対象とし

た（N≈6480）。3 歳健診の案内に同意

書を同封し、同意する場合は名古屋市

宛ての返信用封筒に同意書を封入し

返送するよう依頼した（資料１参照）。 
同意が得られた参加者について、妊

娠届、1 歳半健診、3 歳健診のデータ

をリンクさせ、個人情報を削除した上

でデータを東京医科歯科大学にパス

ワードを付したエクセルデータとし

て CD で郵送した。 
 この研究は、国立成育医療研究セン

ター倫理委員会で承認を得た（受付番

号 716）。 
本研究では、妊娠届情報として妊娠

が分かった時の気持ちに着目した。 
また、アウトカムとなる虐待傾向は、

1 歳半および 3 歳児における「子育て

困難感」とした。子育て困難感につい

て「あり」「何とも言えない」と答え

た群を虐待傾向群と定義した。 

 
子育て困難感があった場合を虐待

傾向群とし、妊娠届情報における妊娠

が分かったときの気持ちとの関連を

ロジスティック回帰分析で検討した。 

 
C. 研究結果 
約 6480 名の対象者のうち、2558 名

から同意を得た（同意率 39.5％）。 

妊娠届における妊娠した時の気持

ちはうれしかったが 77.4％、予想外だ

ったが嬉しかったが 16.9％、予想外だ

ったので戸惑ったが 4.3％であった。

この割合は、昨年度の分担研究におけ

る妊娠届提出者全体の傾向と比較す

ると、やや嬉しかったと答えた母親が

多いものの大きく変わらず、妊娠届提

出時の気持ちによってデータリンケ

ージへの同意についてバイアスはほ

とんどないと考えられた。 

 

表 1．妊娠が分かったときの気持ち 

 同意者 全体 

嬉しかった 77.4% 74.5% 

予想外だったが

嬉しかった 

16.9% 19.6% 

予想外だったの

で戸惑った 

4.3% 4.6% 

困った 0.5% 0.5% 

何とも思わない 0.2% 0.2% 

その他 0.8% 0.6% 

 

－99－



 

 

この分布から、「予想外だったので戸

惑った」「困った」「何とも思わない」

「その他」と答えた群を「望まない妊

娠群」と定義した。 

 さらに、1 歳半健診、3 歳健診にお

ける子育て困難感については、以下の

分布となっていた。 

 
表２．子育て困難感の分布 

 あり 何 と も

言 え な

い 

なし 

1 歳半 15.7% 22.4% 61.8% 

3 歳 18.8% 24.6% 56.6% 

 
つまり、虐待傾向群は1歳半で38.2%、

3 歳で 43.4%いると考えられた。 

 
1 歳半における子育て困難感と望まな

い妊娠であったかどうかとの関連を

みると、望まない妊娠であった場合、

妊娠がわかって嬉しかったと答えた

場合に比べて虐待傾向が 1.64 倍

（p=0.01）であった。 

 
同様に、3 歳における子育て困難感と

望まない妊娠であったかどうかとの

関連をみると、望まない妊娠であった

場合、妊娠がわかって嬉しかったと答

えた場合に比べて虐待傾向が 1.53 倍

（p=0.026）であった。 

 
D. 考察 
 まず、この研究においてデータリン

ケージにおいて同意を求めた場合、約

40%の同意率であること、同意者の偏

りはあまりないことがわかった。そし

て、同意を得ることのコスト（同意書

の同封、返信用切手等）は膨大であっ

た。この知見は非常に重要である。な

ぜなら、母子保健情報のビッグデータ

化において同意を得るべきかについ

て貴重な示唆を与えるからだ。本研究

のように妊娠届や産科受診データか

ら虐待リスクを予測するような研究

が今後必要であると考えるが、その場

合にデータリンケージにおいても同

意が必要か、については倫理指針の改

定も参考にしながらさらに議論を深

めていく必要があるだろう。 
 そしてデータリンケージできた場

合、妊娠届において望まない妊娠であ

った場合に 1 歳半、3 歳まで子育て困

難感としての虐待傾向が続いていた。

つまり、望まない妊娠に対して、母子

関係を改善するような介入がほとん

ど効果を示していないと予想される。

今後はどのような介入を行ったかを

明らかにし、介入効果を検証する必要

があるだろう。母子関係という虐待を

強く予測する情報が妊娠届で把握で

きるので、今後はこの情報を母子を

「支える」「寄り添う」という視点で

介入につなげ、子育て困難感の減少、

そして虐待の減少につなげていく必

要がある。 

 
E. 結論 
 妊娠届で望まない妊娠であった場

合、生後 3 歳までの虐待リスク群であ

ることが明らかになった。 
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資料 1 愛知県内の母親へのデータリンケージ参加よびかけ 
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